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十二句貼交屏風 千代尼

ふゆ 三浦 泉

書院を飾るⅠ －絵画と調度－ 前田育徳会尊經閣文庫分館

特集展示 加賀の俳人たち －軽妙な俳画の世界－ 第2展示室

特集展示 三浦 泉 展 －その軌跡－ 第3展示室

石川県の工芸 第5展示室

石川県立美術館だより
平成22年3月1日発行

3月の企画展示室

平成21年度開催の展覧会を
振り返って

加賀百万石の文化講座

ミュージアムレポート

3月の行事

所蔵品紹介



前田育徳会尊經閣文庫分館第2展示室

書院を飾るⅠ特集 加賀の俳人たち
－絵画と調度－－軽妙な俳画の世界－
3月10日（水）～3月27日（土）
会期中無休

3月10日（水）～3月27日（土）
会期中無休

加
賀
藩
前
田
家
に
伝
わ
っ
た
文
化
財
を
公
開
展
示
す

る
、
前
田
育
徳
会
尊
經
閣
文
庫
分
館
の
春
の
特
集
展
示
と

し
て
「
書
院
を
飾
る
」
を
開
催
し
ま
す
。
加
賀
百
万
石
と

い
う
大
藩
の
藩
主
と
し
て
の
格
式
と
も
言
え
る
「
文
武
両

道
」
の
精
神
を
、
今
回
展
示
す
る
絵
画
や
工
芸
か
ら
感
じ

取
っ
て
い
た
だ
き
た
い
企
画
で
す
。

大
名
の
公
式
行
事
に
用
い
ら
れ
た
広
間
に
は
、
床
の

間
・
違
い
棚
・
付
書
院
と
い
っ
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
道
具
が

飾
ら
れ
る
専
用
の
空
間
が
備
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
飾
り
付
け
に
用
い
ら
れ
た
花
生
・
香
炉
・
文
房
具
な

ど
の
品
々
は
、
い
ず
れ
も
貴
重
な
品
ば
か
り
で
し
た
。
ま

た
床
の
間
に
は
大
幅
の
絵
画
が
飾
ら
れ
、
い
か
に
も
大
藩

の
藩
主
の
持
ち
物
に
ふ
さ
わ
し
い
今
回
の
展
示
を
ご
堪
能

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

蒔
絵
三
十
六
歌
仙
花
卉
文
提
重

提
重
と
は
、
手
に
持
っ
て
携
行
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た

組
重
箱
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
屋
外
の
宴
に
気
軽
に
持
ち

運
べ
る
弁
当
箱
の
一
つ
の
形
態
と
し
て
、
桃
山
時
代
あ
た

り
か
ら
使
わ
れ
始
め
、
江
戸
時
代
に
大
い
に
流
行
し
た
も

の
で
、
豊
臣
秀
吉
の
「
吉
野
の
花
見
」
や
「
醍
醐
の
花

見
」
あ
た
り
か
ら
盛
ん
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
提
重
で
は
、
外
枠
の
両
側
面
を
透
彫
と
し
て
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
十
八
名
ず
つ
あ
わ
せ
て
三
十
六
歌
仙
を

配
し
て
い
ま
す
。
ま
た
天
板
に
は
重
ね
色
紙
に
源
氏
絵
と

柴
垣
に
桜
が
そ
れ
ぞ
れ
蒔
絵
さ
れ
て
お
り
、
内
部
に
は
四

段
重
箱
や
銀
製
の
徳
利
、取
り
皿
、引
出
な
ど
が
納
め
ら

れ
、そ
れ
ぞ
れ
に
源
氏
絵
や
桜
楓
が
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

有
名
な
「
奥
の
細
道
」
行
脚
（
一
六
八
九
）
の
帰
路
、

芭
蕉
は
加
賀
へ
立
ち
寄
り
、
こ
の
地
の
俳
人
た
ち
と
交
流

し
た
こ
と
か
ら
、
加
賀
で
は
蕉
風
（
芭
蕉
を
祖
と
す
る
俳

諧
の
流
派
）
が
興
り
、
そ
の
没
後
も
芭
蕉
を
慕
う
俳
人
が

続
き
ま
し
た
。
本
特
集
で
は
、
こ
う
し
た
加
賀
の
俳
人
た

ち
が
記
し
、
描
い
た
「
俳
画
」
を
紹
介
し
ま
す
。

「
俳
画
」
と
は
、
俳
句
に
添
え
て
描
か
れ
た
絵
画
の
こ

と
で
す
が
、
即
興
な
が
ら
も
機
知
に
富
み
、
滑
稽
味
に
溢

れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。
そ
れ
は
単
に
、
俳
句
を
絵

画
化
し
た
も
の
で
は
な
く
、
ユ
ー
モ
ア
に
満
ち
た
俳
諧
の

熟
成
と
と
も
に
発
展
し
ま
し
た
。
優
雅
に
洗
練
さ
れ
、
神

前
に
奉
納
さ
れ
た
連
歌
に
対
し
、
日
常
に
即
し
た
道
化
の

文
芸
で
あ
る
俳
諧
は
、
室
町
末
期
以
降
栄
え
、
江
戸
時
代

に
入
る
と
「
画
」
と
「
俳
」
の
双
方
に
秀
で
た
人
物
が
登

場
し
ま
し
た
。

例
え
ば
、
俳
人
た
ち
が
慕
っ
た
芭
蕉
の
姿
は
、
俳
人
た

ち
に
よ
っ
て
歌
と
と
も
に
描
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
の
ひ

と
つ
、
芭
蕉
が
詠
ん
だ
五
句
を
千
代
尼
が
記
し
、
そ
の
姿

を
甫
尺
が
描
い
た
一
幅
に
は
、
笠
に
杖
を
持
っ
て
座
す
芭

蕉
の
う
し
ろ
姿
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
芭
蕉
は
墨
の
み
、

線
の
み
で
描
か
れ
て
お
り
、
そ
の
簡
素
な
筆
致
か
ら
、
蕉

風
の
理
念
で
も
あ
る
「
詫
び
」「
寂
び
」
を
う
か
が
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

四
季
を
詠
ん
だ
千
代
尼
の
句
に
、
絵
が
添
え
ら
れ
た

『
十
二
句
貼
交
屏
風
』（
表
紙
写
真
）
も
見
事
で
す
。
本
特

集
で
は
、
こ
う
し
た
「
俳
画
」
を
中
心
に
、
芭
蕉
の
木
像

や
所
持
し
た
頭
陀
袋
も
あ
わ
せ
て
紹
介
し
ま
す
。

蒔絵三十六歌仙花卉紋提重県文 温泉頌山中の句 松尾芭蕉
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2008

第3展示室第5展示室

特集 三浦 泉 展石川県の工芸 －その軌跡－
3月10日（水）～3月27日（土）
会期中無休

3月10日（水）～3月27日（土）
会期中無休

本
展
は
風
景
画
を
中
心
に
制
作
を
続
け
る
洋
画
家
・
三

浦
泉
氏
の
創
作
の
歩
み
を
、
二
十
点
の
作
品
に
よ
り
ご
覧

い
た
だ
く
も
の
で
す
。

三
浦
氏
は
金
沢
美
術
工
芸
大
学
大
学
院
の
頃
か
ら
十
年

近
く
、
工
場
や
巨
大
な
起
重
機
な
ど
、
人
の
手
に
よ
る
構

築
物
を
垂
直
線
を
強
調
し
て
描
き
続
け
ま
し
た
。
い
ず
れ

も
文
明
の
象
徴
で
は
あ
る
の
で
す
が
、
画
面
は
哀
感
を
漂

わ
せ
て
い
ま
す
。

次
に
、
廃
屋
、
廃
校
に
想
を
求
め
、
生
き
た
人
々
の
痕

跡
を
、
た
お
や
か
な
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
の
中
に
描
き
、
風
景

と
心
象
と
の
融
合
と
も
い
う
べ
き
世
界
を
展
開
し
ま
し
た
。

こ
の
時
期
の
代
表
作
は
一
九
九
五
年
に
第
三
十
八
回
安
井

賞
展
で
佳
作
賞
を
得
た
「
遠
い
日
」
で
し
ょ
う
。
実
際
は

廃
校
の
小
さ
な
プ
ー
ル
な
の
で
す
が
、
画
面
一
杯
に
描
か

れ
、
歓
声
が
渦
巻
く
巨
大
な
ス
タ
ジ
ア
ム
と
も
思
え
ま
す
。

往
事
の
賑
わ
い
ざ
わ
め
き
は
沈
黙
へ
と
変
わ
り
、
時
の
移

ろ
う
哀
し
さ
が
乾
い
た
表
現
に
マ
ッ
チ
し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
テ
ー
マ
は
『
自
然
』
へ
と
向
か
い
、
画
面
は
透

明
な
絵
具
層
を
何
度
も
施
し
色
彩
の
艶
と
深
み
を
加
え
ま

し
た
。
近
作
の
「
ふ
ゆ
」
に
見
ら
れ
る
、
重
く
垂
れ
込
め

る
雪
雲
、
ち
ら
つ
く
雪
と
木
々
繁
る
山
間
は
、
雪
深
い
地

に
育
っ
た
作
者
の
原
風
景
と
い
う
べ
き
も
の
で
し
ょ
う
。

真
摯
な
画
面
を
前
に
す
る
と
、
目
指
す
も
の
は
宋
元
の
山

水
画
で
あ
り
、
ま
た
岸
田
劉
生
の
い
う
「
在
る
こ
と
の
不

思
議
さ
」
を
と
ら
え
る
こ
と
で
あ
ろ
う
か
と
思
い
い
た
り

ま
す
。

写
実
か
ら
心
象
を
経
、
さ
ら
に
写
実
へ
と
深
化
し
て
き

た
三
浦
氏
の
世
界
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

三
浦

泉

略
歴

一
九
五
八
年
白
山
市
（
旧
鳥
越
村
）
生
ま
れ
。
八
三
年
金

沢
美
術
工
芸
大
学
大
大
学
院
（
油
絵
）
修
了
。
九
〇
年
光

風
会
会
員
推
挙
。
九
五
年
第
三
十
八
回
安
井
賞
展
佳
作
賞
。

九
七
年
日
展
特
選
。
現
在
無
所
属
。
個
展
を
主
体
に
活
動
。

当
館
の
近
現
代
の
工
芸
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
現
在
約
一

〇
〇
〇
点
を
数
え
る
に
い
た
っ
て
お
り
、
全
所
蔵
品
の
約

三
分
の
一
を
占
め
て
い
ま
す
。
昭
和
三
十
四
年
の
旧
館
開

館
以
来
、
半
世
紀
の
美
術
館
活
動
の
中
で
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

を
充
実
さ
せ
て
き
た
わ
け
で
す
が
、
下
記
の
グ
ラ
フ
で
わ

か
る
と
お
り
、
所
蔵
品
は
昭
和
五
十
八
年
の
新
美
術
館
開

館
に
あ
た
り
そ
の
五
年
前
の
約
二
倍
の
増
加
を
示
し
、
さ

ら
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
迎
え
る
時
期
に
は
そ
の
二
倍
以
上

の
伸
び
を
見
せ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

集
積
は
、
藩
政
時
代
か
ら
培
わ
れ
て
き
た
当
県
の
豊
か
な

工
芸
の
美
と
技
の
結
晶
で
あ
り
、
そ
の
歴
史
を
語
る
上
で

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
展
で
は
、
明
治
か
ら
現
代
に
か
け
て
制
作
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
時
代
の
特
徴
が
反
映
さ
れ
た
優
品
約
五
十
点
を

一
堂
に
展
示
し
、
多
彩
な
工
芸
表
現
の
美
を
ご
鑑
賞
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

遠い日 1995年 三浦 泉迦陵頻伽宝相華文蒔絵経箱 松田 権六
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第7～9展示室第7展示室

第16回
北陸国画グループ展

第33回
伝統九谷焼工芸展

3月3日（水）～3月7日（日） 会期中無休
3月3日（水）～3月7日（ 午後5時で閉室

3月12日（金）～24日（水） 会期中無休
3月3日（水）～3月7日（ 午後5時で閉室

北
陸
国
画
グ
ル
ー
プ
展
は
北
陸
在
住
及
び
、
ゆ
か
り

の
あ
る
国
画
会
出
品
者
等
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
国

画
会
（
国
展
）
は
、
毎
年
春
に
本
展
を
新
国
立
美
術
館

で
開
催
し
、
本
年
で
八
十
四
回
を
迎
え
る
歴
史
の
あ
る

公
募
団
体
で
す
。

今
回
は
春
の
本
展
に
初
出
品
予
定
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
な

顔
ぶ
れ
も
多
数
参
加
し
ま
す
。
写
真
部
で
は
併
せ
て
第

八
十
三
回
国
展
で
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
展
示
し
た
作
品

を
広
坂
別
館
に
て
展
示
し
ま
す
。
絵
画
部
三
十
名
、
写

真
部
三
十
名
が
力
作
、大
作
を
発
表
す
る
と
と
も
に
、藤

田
由
理
、
横
江
昌
人
が
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
展
示
と
し
て

ま
と
ま
っ
た
作
品
を
発
表
し
ま
す
の
で
合
わ
せ
て
ご
高

覧
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◇
入
場
無
料

◇
後

援

北
國
新
聞
社

北
陸
放
送

◇
連
絡
先

河
北
郡
津
幡
町
七
野
一
〇
七－

一

本
田
正
史

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
七
六－

二
八
八－

一
八
一
九

昭
和
五
十
一
年
に
郷
土
が
誇
る
九
谷
焼
の
技
術
保
存

と
発
展
向
上
を
図
る
た
め
、
九
谷
焼
技
術
保
存
会
が
石

川
県
無
形
文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
本
展

は
そ
の
技
術
保
存
会
の
事
業
の
一
つ
と
し
て
毎
年
行
わ

れ
て
い
る
公
募
展
で
、
今
回
は
三
十
三
回
目
と
な
り
ま

す
。
入
選
作
並
び
に
九
谷
焼
技
術
保
存
会
会
員
の
作
品

を
一
堂
の
も
と
に
展
示
し
ま
す
。

◇
入
場
料

一
般

三
五
〇
円
（
二
八
〇
円
）

大
学
生
二
八
〇
円
（
二
二
〇
円
）

高
校
生
以
下
は
無
料

※（

）内
は
二
十
名
以
上
の
団
体
料
金

当
館
友
の
会
会
員
は
、
会
員
証
の
提
示

に
よ
り
団
体
料
金
に
な
り
ま
す
。

◇
連
絡
先

能
美
市
寺
井
町
よ
二
五
番
地

石
川
県
九
谷
会
館

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
七
六
一－

五
七－

〇
一
二
五

小
松
美
術
作
家
協
会
が
本
年
創
立
五
十
周
年
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
記
念
誌
を
発
行
し
金
沢
展
を
開
催
し
ま
す
。
本
協

会
は
日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、
工
芸
、
書
、
写
真
の
六
部
門

か
ら
な
り
、
現
在
百
二
十
余
名
の
会
員
を
擁
し
て
い
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
人
間
国
宝
の
吉
田
美
統
氏
（
陶
芸
・
釉
裏
金

彩
・
重
要
無
形
文
化
財
技
術
保
持
者
）
か
ら
二
十
代
の
若
手

ま
で
、
全
国
レ
ベ
ル
で
活
躍
す
る
各
部
門
の
小
松
市
の
作
家

が
最
近
五
年
以
内
の
代
表
作
を
並
べ
ま
す
。
御
静
鑑
を
賜
り

ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

◇
入
場
無
料

◇
連
絡
先

小
松
市
園
町
ホ
九
十
一
の
一

北
國
新
聞
社
小
松
支
社
内

小
松
美
術
作
家
協
会
事
務
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
七
六－

二
四－

三
一
一
一

玄
土
社
の
一
年
間
の
活
動
を
集
約
す
る
’09
玄
土
社
書
展
の

ご
案
内
で
す
。「
今
」
を
表
現
す
る
抽
象
作
品
五
十
点
と
古

典
臨
�
作
品
二
十
三
点
を
展
示
い
た
し
ま
す
。

揺
れ
動
き
進
化
し
て
い
く
抽
象
表
現
の
愉
し
さ
。
一
方
、

不
動
の
も
の
と
し
て
存
在
す
る
古
典
も
、
臨
�
を
通
し
視
点

を
か
え
て
み
る
こ
と
で
新
発
見
が
あ
る
面
白
さ
。
ど
ち
ら
も

私
た
ち
に
と
っ
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
ワ
ー
ク
で
す
。

新
し
い
書
表
現
と
古
典
を
考
え
て
い
た
だ
け
る
好
機
会
で

す
。
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◇
会
期
中
の
行
事
「
表
立
雲
ト
ー
ク
タ
イ
ム
」

日
時
・
会
場

三
月
二
十
一
日（
日
）
午
後
一
時
三
〇
分

テ
ー
マ

「
蘭
亭
序
の
誤
解
の
解
明
」

初
心
者
に
わ
か
り
や
す
い
お
話
で
す
。

◇
入
場
無
料

◇
連
絡
先

金
沢
市
本
多
町
一－

七－

一
五

玄
土
社
主
催

表
立
雲

理
事
長

松
村
知
春

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
七
六－
二
六
三－

〇
一
二
二

第8・9展示室第8・9展示室

創立50周年記念
小松美術作家協会 金沢展

’09玄土社展
〈併催 蘭亭序 各種本DNA的・分類〉

3月19日（金）～3月21日（日） 会期中無休
午後5時で閉室

3月10日（水）～3月16日（火） 会期中無休
午後6時で閉室
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展覧会回顧

遠き道展 －伝えたい日本画の今－
会期：1月4日（月）～2月7日（日）

一
月
四
日
か
ら
二
月
七
日
の
会
期
で
開
催
さ
れ
た
本
展

は
、
冬
期
の
開
催
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
会
期
中
多
く
の
方

が
訪
れ
、
ま
た
二
回
、
三
回
と
足
を
運
ん
で
い
た
だ
い
た

方
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。本

展
は
「
現
代
日
本
画
の
潮
流
」
と
「
視
覚
障
が
い
者

の
た
め
の
平
面
鑑
賞
」
を
紹
介
す
る
二
本
柱
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
こ
の
二
本
の
柱
に
そ
っ
て
本
展
を
振
り
返

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
現
代
日
本
画
の
潮
流
を
紹
介
」

三
十
八
名
の
作
家
の
作
品
六
十
七
点
を
も
っ
て
現
代
日

本
画
の
潮
流
を
紹
介
し
ま
し
た
。
日
本
画
の
伝
統
を
踏
襲

し
、
現
代
的
な
息
吹
を
吹
き
込
ん
だ
作
品
。
更
に
、
こ
れ

ま
で
の
伝
統
を
乗
り
越
え
た
方
法
で
制
作
さ
れ
た
作
品
。

現
代
日
本
画
の
ア
ー
ト
シ
ー
ン
を
全
て
網
羅
し
た
と
は
言

い
ま
せ
ん
が
、
現
代
日
本
画
の
現
状
と
魅
力
を
十
分
に
味

わ
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。な

か
で
も
毎
週
行
わ
れ
た
出
品
作
家
に
よ
る
ギ
ャ
ラ

リ
ー
ト
ー
ク
は
、
生
の
作
家
の
言
葉
で
作
品
を
鑑
賞
す
る

と
い
う
、
ま
た
と
な
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。
ギ
ャ
ラ

リ
ー
ト
ー
ク
に
訪
れ
た
作
家
は
、
芸
術
院
会
員
二
名
を
含

む
総
勢
十
三
名
。
内
容
は
作
品
の
テ
ー
マ
か
ら
、
制
作
さ

れ
た
背
景
、
絵
画
論
、
芸
術
論
に
お
よ
び
、
大
変
興
味
深

い
内
容
ば
か
り
で
し
た
。

「
視
覚
障
が
い
者
の
た
め
の
平
面
鑑
賞
」

視
覚
障
が
い
者
の
方
に
平
面
作
品
を
鑑
賞
し
て
い
た
だ

く
。
考
え
た
だ
け
で
も
大
変
困
難
な
試
み
で
す
。
し
か
し
、

そ
の
困
難
に
挑
ん
だ
の
が
「
遠
き
道
展
」
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。
会
期
中
に
は
多
く
の
視
覚
障
が
い
者
の
方
が
訪

れ
、
平
面
作
品
の
鑑
賞
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中
で
も
、
一
月
二
十
四
日
、
二
十
五
日
の
両
日
に
行
わ
れ

た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
県
立
盲
学
校
の
生
徒
さ
ん
を
は

じ
め
、
多
く
の
視
覚
障
が
い
者
の
方
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

の
参
加
は
の
べ
百
名
近
く
に
の
ぼ
り
、
皆
さ
ん
の
関
心
の

高
さ
と
そ
の
志
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
参
加
者
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
双
方
の
笑
顔
は
充
足
感
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
参
加
の
皆
様
か
ら
は
美
術
館
に
お
け
る
バ
リ
ア
フ

リ
ー
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
、
種
々

貴
重
な
ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

最
後
に
本
展
開
催
に
当
た
り
、
御
協
力
頂
い
た
県
内
の

各
関
係
機
関
、
さ
ら
に
報
道
機
関
の
皆
様
に
、
あ
ら
た
め

て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

県立盲学校の生徒とボランティアの皆さん盲導犬も一緒に鑑賞多くの出品作家がお手伝いにかけつけました
（中央：伴戸令子氏、右：高橋天山氏）

人気作家岡村桂三郎氏のトークには
若い人たちが集まりました

地元の中町力氏にはお世話になりました

掉尾は芸術院会員土屋禮一氏による日本画論
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展覧会回顧

平成21年度開催の
展覧会を振り返って

今
年
度
の
当
館
は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

二
年
目
、
開
設
五
十
周
年
記
念
の
年
と
し
て
、
通

常
の
運
営
に
戻
り
数
々
の
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
ら
の
中
か
ら
い
く
つ
か
の
展
覧
会
を

振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
近
代
日
本
美
術
の
精
華－

東
京
藝
大
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
中
心
に－

」
は
、
石
川
県
が
明
治
時
代

に
な
っ
て
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
施
策
を
行
い
、
美

術
工
芸
の
盛
ん
な
地
域
と
し
て
評
価
さ
れ
、
現
在

ま
で
継
承
さ
れ
て
き
て
い
る
大
き
な
要
因
の
一
つ

に
挙
げ
ら
れ
る
金
沢
工
業
学
校
（
現
・
石
川
県
立

工
業
高
校
）
卒
業
生
の
東
京
美
術
学
校
（
現
・
東

京
藝
術
大
学
）
へ
の
進
学
、
卒
業
後
の
石
川
県
へ

の
影
響
・
貢
献
を
一
つ
の
視
点
と
し
て
と
ら
え
、

本
県
出
身
の
美
術
学
校
卒
業
生
の
作
品
に
加
え
て
、

明
治
四
十
年
か
ら
開
催
さ
れ
た
『
東
京
美
術
学
校

石
川
県
郷
友
会
展
』
へ
出
品
さ
れ
た
近
代
日
本
の

著
名
な
作
家
達
の
作
品
を
展
示
し
た
も
の
で
し
た
。

高
橋
由
一
作
《
鮭
》
を
は
じ
め
と
す
る
重
文
三
点

に
、
国
宝
《
絵
因
果
経
》
を
特
別
出
品
い
た
だ
き
、

藝
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
優
品
を
鑑
賞
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
東
京
美
術
学
校
卒
業
生
が
石
川
県

の
美
術
工
芸
振
興
に
果
た
し
た
貢
献
の
大
き
さ
も

理
解
い
た
だ
け
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

「
久
隅
守
景
展－

加
賀
で
開
花
し
た
江
戸
の
画

家－

」
は
、
狩
野
探
幽
門
下
の
傑
出
し
た
画
家

だ
っ
た
久
隅
守
景
の
特
別
展
で
し
た
。
こ
の
展
覧

会
は
、
加
賀
藩
ゆ
か
り
の
画
家
と
し
て
、
長
年
開

催
を
企
画
し
て
い
た
展
覧
会
で
し
た
。
こ
の
度
、

東
京
国
立
博
物
館
の
ご
厚
意
に
よ
り
四
十
四
年
ぶ

り
に
国
宝
《
納
涼
図
》
の
出
品
許
可
が
得
ら
れ
、

開
催
に
こ
ぎ
つ
け
た
も
の
で
し
た
。
重
文
《
加
茂

競
馬
、
宇
治
茶
摘
図
》《
四
季
耕
作
図
》
に
当
館

の
《
四
季
耕
作
図
》
を
加
え
た
、
守
景
作
品
の
国

指
定
文
化
財
す
べ
て
が
展
示
さ
れ
る
と
い
う
初
の

大
回
顧
展
で
し
た
。
守
景
と
い
え
ば
、
四
季
折
々

の
人
々
の
営
み
を
農
作
業
を
中
心
に
、
季
節
の
風

物
を
交
え
な
が
ら
描
い
た
四
季
耕
作
図
の
画
家
、

田
園
画
家
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
中
国
風
俗
の
も
の
、

日
本
風
俗
の
も
の
合
わ
せ
て
八
点
を
展
示
い
た
し

ま
し
た
。
狩
野
派
時
代
か
ら
独
自
の
表
現
を
完
成

さ
せ
た
晩
年
の
作
品
ま
で
、
守
景
の
全
画
業
を
鑑

賞
い
た
だ
け
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

「
遠
き
道
展－

伝
え
た
い
日
本
画
の
今－

」
は
、

日
展
、
院
展
、
創
画
会
な
ど
の
公
募
展
団
体
の
垣

根
を
取
り
払
い
、
無
所
属
（
個
展
で
作
品
発
表
）

の
作
家
を
加
え
た
現
代
日
本
画
の
有
力
作
家
の
作

品
を
鑑
賞
し
て
も
ら
う
展
覧
会
で
し
た
。
こ
れ
は
、

同
展
実
行
委
員
長
で
収
集
家
の
Ｍ
氏
の
収
集
意
図

に
よ
り
可
能
と
な
っ
た
内
容
で
し
た
。
Ｍ
氏
の
積

極
的
な
ご
参
加
で
、
十
三
名
の
出
品
作
家
に
よ
り

毎
週
日
曜
日
に
行
い
ま
し
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

は
大
変
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
視
覚

に
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
の
あ
る
方
た
ち
へ
の
、
蜜

蝋
ペ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
鑑
賞
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

も
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ー
の
ご
協
力
に
よ
り

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
の
当
館
の

事
業
に
参
考
と
な
る
事
業
で
し
た
。

尊
經
閣
文
庫
分
館
に
お
き
ま
し
て
、「
国
宝
北

山
抄－

平
安
時
代
の
儀
式
書－

」
を
開
催
し
ま
し

た
。
同
展
を
は
じ
め
と
す
る
展
覧
会
に
合
わ
せ
ま

し
て
、
加
賀
百
万
石
の
文
化
講
座
を
開
催
し
、
好

評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

笑顔満開のワークショップ
〈遠き道展〉

高橋由一「鮭」を前に
〈近代日本美術の精華〉

国宝「納涼図」に見入る
〈久隅守景展〉

芸術院会員によるギャラリートーク
〈遠き道展〉
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3月の行事 講演会回顧

加賀百万石の文化講座

今
年
度
初
め
て
開
催
し
た
「
百
万
石
の
文
化
講
座
」
は
、
好
評
の
う

ち
に
四
回
の
講
演
会
を
終
え
ま
し
た
。
前
田
育
徳
会
に
は
加
賀
藩
前
田

家
が
育
成
・
収
集
し
て
き
た
優
れ
た
文
化
財
が
今
も
数
多
く
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
所
蔵
品
は
尊
經
閣
文
庫
の
名
で
も
知
ら
れ
、
研

究
者
の
利
用
に
供
す
る
ほ
か
、
当
館
二
階
の
「
前
田
育
徳
会
展
示
室
」

で
一
般
に
公
開
さ
れ
、毎
月
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
作
品
を
入
れ
替
え
、特
別

陳
列
と
し
て
国
宝
・
重
要
文
化
財
な
ど
も
数
多
く
展
示
し
て
き
ま
し
た
。

一
昨
年
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
に
あ
た
り
、
展
示
室
の
名
称
を

「
前
田
育
徳
会
・
尊
經
閣
文
庫
分
館
」
と
改
め
、
育
徳
会
と
尊
經
閣
文

庫
を
よ
り
広
く
、
ま
た
多
く
の
方
々
に
紹
介
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

そ
の
一
環
と
し
て
始
め
ら
れ
た
今
回
の
文
化
講
座
は
、
前
田
家
当
主
前

田
利
祐
氏
に
よ
る
幕
末
に
活
躍
し
た
加
賀
藩
主
の
話
に
始
ま
り
、
そ
の

後
展
示
品
に
関
連
し
た
講
座
を
三
回
実
施
し
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も

ホ
ー
ル
に
溢
れ
ん
ば
か
り
の
聴
衆
が
集
ま
り
、
熱
心
に
そ
の
講
義
に
聴

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
四
回
と
も
参
加
さ
れ
た
方
が
全
体
の
三
割

近
く
に
達
し
、
二
度
以
上
の
方
が
約
七
割
も
お
い
で
ま
し
た
。
今
後
の

進
め
方
に
つ
い
て
う
か
が
う
と
、
専
門
的
な
話
や
藩
士
や
藩
内
の
人
た

ち
の
生
活
ぶ
り
を
知
り
た
い
と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
声
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
新
年
度
も
引
き
続
き
「
百
万
石

の
文
化
講
座
」
を
開
催
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
多
く
の

方
々
の
ご
来
場
を
お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

一
月
二
十
二
日
、「
ど
こ
で
も
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
は
、
金
沢
市
立
小
立
野

小
学
校
に
う
か
が
い
ま
し
た
。
作
品
一
点
を
選
ん
で
の
学
芸
員
と
の
対
話
型

鑑
賞
で
は
、
た
く
さ
ん
の
児
童
が
自
分
の
意
見
を
発
表
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
内
容
も
友
だ
ち
の
意
見
を
受
け
て
自
分
の
考
え
を
発
言
し
て
く

れ
る
な
ど
、
皆
で
一
つ
の
作
品
を
「
み
る
」
こ
と
で
そ
の
作
品
を
存
分
に
鑑

賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
授
業
後
の
振
り
返
り
カ
ー
ド
に
も
「
県
立
美

術
館
に
行
っ
て
み
た
い
」
と
書
い
て
く
れ
た
児
童
が
た
く
さ
ん
い
た
そ
う
で

す
。
こ
の
「
ど
こ
で
も
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
が
き
っ
か
け
で
ご
来
館
に
つ
な
が

る
と
嬉
し
い
で
す
ね
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

一
月
二
十
四
日
、
第
二
展
示
室
の
「
茶
道
美
術
名
品
選
」
の
展
示
を
鑑
賞

し
て
も
ら
う
た
め
の
キ
ッ
ズ
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
き
じ
っ
子
茶
会
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
回
の
掛
軸
は
、
当
館
所
蔵
の
上
村
松
園
の
「
女
房
観
梅
図
」。
そ

し
て
梅
に
ち
な
ん
だ
お
菓
子
。
茶
花
も
ふ
き
の
と
う
が
入
る
な
ど
春
を
待
つ

雰
囲
気
い
っ
ぱ
い
の
茶
会
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
茶
会
の
後
は
展

示
室
に
移
動
し
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
茶
道
具
を
熱
心
に
鑑
賞
し
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
今
回
、
茶
道
具
が
実
際
に
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い

る
か
お
手
前
を
じ
っ
く
り
見
て
い
た
だ
く
時
間
を
取
っ
た
こ
と
で
、
展
示
室

で
の
鑑
賞
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
た
の
で
は
と
担
当
者
一
同
喜
ん
で
お

り
ま
す
。
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
レ
ポ
ー
ト

土
曜
講
座

十
三
時
三
〇
分
〜

本
館
講
義
室

聴
講
無
料

６
日
（
土
）
「
石
川
県
の
金
工
作
家
た
ち
」

南

俊
英

学
芸
第
一
課
長

１３
日
（
土
）
「
石
川
県
立
美
術
館
展
覧
会
記
録
で
た
ど
る
５０
年
の
歴
史
」
谷
口

出

普
及
課
長

２０
日
（
土
）
「
頂
相
に
つ
い
て
」

北
澤

寛

学
芸
専
門
員

２７
日
（
土
）
「
現
代
の
絵
画
Ⅱ
」

二
木

伸
一
郎

学
芸
第
一
課
担
当
課
長

講
演
会

十
三
時
三
〇
分
〜

石
川
県
立
美
術
館
ホ
ー
ル

聴
講
無
料

１４
日
（
日
）
演
題
「
師
と
私
の
道
」

三
浦

泉
氏
（
洋
画
家
）

キ
ッ
ズ
☆
プ
ロ
グ
ラ
ム

十
三
時
三
〇
分
〜

石
川
県
立
美
術
館
第
５
展
示
室

参
加
無
料

７
日
（
日
）
工
芸
王
国
の
ひ
み
つ
を
た
ん
け
ん
！

どこでもミュージアム 小立野小学校

きじっ子茶会

BIJUTSUKAN DAYORI No.3177



二
十
二
年
度

友
の
会
入
会
受
け
付
け
開
始
し
ま
す
。

３
月
１
日（
月
）よ
り
受
け
付
け
開
始

郵
便
で
の
お
申
し
込
み
は
郵
便
振
替
で

◎
募
集
定
員
／
１
、５
０
０
名

◎
会

費
／
２
、０
０
０
円

◎
受
付
場
所
／
情
報
・
図
書
コ
ー
ナ
ー

◎
受
付
期
間
／
３
月
１
日
よ
り
開
始
し
、
募
集
定
員
に
達
し

次
第
締
め
切
り
ま
す
。

◎
受
付
時
間
／
休
館
日
を
除
く
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
５
時

※
３
月
８
日（
月
）・
９
日（
火
）、２８
日（
日
）〜

３１
日（
水
）は
展
示
替
え
に
よ
る
休
館
日
で

す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

◎
郵
便
で
の
お
申
し
込
み
に
つ
い
て

①
ご
希
望
の
方
は
郵
便
振
替
を
ご
利
用
下
さ
い
。

②
詳
細
は
『
美
術
館
だ
よ
り
』
第
３１６
号
を
ご
覧
下
さ
い
。

③
会
員
証
は
『
美
術
館
だ
よ
り
』
と
一
緒
に
、
３
月
末
頃

か
ら
お
送
り
致
し
ま
す
。

④
郵
便
振
替
口
座
／
０
０
７
０
０－

７－

４
６
４
９
０

加
入
者
名
／
石
川
県
立
美
術
館
友
の
会

《
会
員
の
特
典
》

★
当
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
に
何
度
で
も
無
料
で
入
場

★
当
館
企
画
展
入
場
券
（
１
枚
）
の
配
布

★
当
館
主
催
展
覧
会
入
場
料
の
割
引（
同
伴
者
２
名
ま
で
）

★
当
館
主
催
諸
行
事
へ
の
参
加

★
『
石
川
県
立
美
術
館
だ
よ
り
』
を
毎
月
郵
送

お
問
い
合
わ
せ
は
当
館
普
及
課
友
の
会
係
ま
で

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
０
７
６
）
２
３
１－

７
５
８
０

額
装
さ
れ
て
い
ま
す
が
元
は
六
曲
一
双
屏
風
の

左
隻
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
長
い
間
老
舗
の
温
泉

旅
館
に
飾
ら
れ
、
訪
れ
た
客
を
迎
え
て
い
た
作
品

で
す
。

横
長
の
か
な
り
大
き
な
画
面
に
、
貧
し
い
百
姓

家
の
風
景
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
や
や
細
部
へ
の

拘
り
が
強
い
感
じ
も
し
ま
す
が
、
そ
の
筆
致
は
実

に
端
正
で
す
。
ま
た
画
面
左
の
細
密
な
描
写
に
比

し
て
、
右
隻
へ
続
く
間
の
取
り
方
は
大
胆
で
、
作

品
に
大
き
な
空
気
感
を
与
え
て
い
ま
す
。
晩
秋
の

朝
の
冷
た
く
澄
ん
だ
外
気
や
、
そ
こ
に
生
き
る
人

た
ち
の
生
活
感
ま
で
も
表
現
し
て
い
る
作
品
と
い

え
ま
す
。
そ
の
表
現
は
、
西
洋
的
な
空
気
遠
近
法

を
も
っ
て
、
日
本
画
壇
に
近
代
化
を
も
た
ら
し
た

師
・
竹
内
栖
鳳
の
表
現
を
受
け
継
い
で
い
る
よ
う

で
す
。
し
か
し
、
栖
鳳
の
光
と
影
を
割
り
切
っ
て

描
く
洒
脱
さ
と
は
ひ
と
味
違
い
、
作
者
の
繊
細
で

実
直
な
制
作
に
対
す
る
姿
勢
を
偲
ば
せ
て
も
い
ま

す
。明

治
十
年
、
加
賀
市
に
生
ま
れ
た
作
者
は
、
石

川
県
工
業
学
校
図
案
絵
画
科
を
卒
業
し
ま
す
が
、

こ
こ
で
久
保
田
米
僊
に
学
ん
だ
よ
う
で
す
。
さ
ら

に
東
京
美
術
学
校
に
学
ん
だ
後
、
京
都
に
で
て
竹

内
栖
鳳
に
師
事
。
三
十
八
年
郷
里
に
戻
り
ま
す
。

そ
の
後
は
画
業
と
家
業
の
旅
館
経
営
の
両
方
に
励

み
ま
し
た
。
こ
の
他
に
、
あ
ま
り
作
例
が
見
あ
た

ら
な
い
の
が
残
念
な
画
家
で
す
。

田舎の朝 いなかのあさ 明治30年代 162.5cm×337.5cm 所蔵品紹介205

山下皎嶽 やましたこうがく 明治10年～昭和10年（1877～1935）

〒920-0963 金沢市出羽町2番1号
Tel:076（231）7580 Fax:076（224）9550
URL http://www.ishibi.pref.ishikawa.jp/

石川県立美術館だより 第317号
2010年3月1日発行〈毎月発行〉

8BIJUTSUKAN DAYORI No.317




